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 近年、高等教育機関・研究機関における機関リポジトリの普及に伴い、機関リポジトリが

持つ可能性とその活用に向けた議論が盛んである。その議論の中心にある、オープンアクセ

スリポジトリ連合（COAR）の次世代リポジトリWGでは、世界中に分散した機関リポジト
リを地球規模の学術コミュニケーション・ネットワークとして位置付け、新たな付加価値サ

ービスの展開を想定したユースケース及び技術の検討を行っている。我々の研究グループで

は、こうした状況を鑑み、主要なオープンソースリポジトリソフトウェアの技術比較を行っ
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てきた。本発表では、技術比較結果の考察および技術史的な視点から、次世代リポジトリソ

フトウェアに求められる技術的な機能像を明らかにする。 
 
キーワード: 次世代リポジトリプラットフォーム，機関リポジトリ，技術史 
next generation repository platform, institutional repositories, technical history 
 

1. はじめに 

 近年、高等教育機関・研究機関における

機関リポジトリの普及に伴い、機関リポジ

トリが持つ可能性とその活用に向けた議

論が盛んである。国際的な取り組みである、

オープンアクセスリポジトリ連合（COAR）
では、次世代リポジトリのためのワーキン

ググループ（NGR WG）を立ち上げ、次世
代リポジトリの機能要件及び技術検討を

進めている[1]。我々の研究グループでは、
こうした状況を鑑み、次世代リポジトリソ

フトウェアに求められる技術的な機能像

を明らかにすることを目指して、主要なオ

ープンソースリポジトリソフトウェアの

技術比較を行ってきた。これまでにもリポ

ジトリソフトウェアの比較研究は実施さ

れているが[2][3][4]、抽象化された機能レ
ベルの比較であり、システムアーキテクチ

ャに着目したものではない。我々はシステ

ムアーキテクチャに着目することで、次世

代リポジトリプラットフォームに求めら

れる機能像を明らかにすることを目的と

する。 

2. リポジトリソフトウェアの歴史 

 リポジトリソフトウェアを取り巻く状

況は刻々と変化している（表 1）。2000年
初頭はEPrints[5]の開発が先行していたが、
徐 々 に DSpace[6] や Fedora[7] 陣 営
(Islandora[8], Samvera[9], Hyku[10], 

Hyrax[11])に開発の主導権が移っている。
2008 年 頃 か ら DataDryad.org[12] 、
Figshare[13]や Zenodo[14]などリポジト
リサービスが展開されていることも興味

深い。また、2012 年の JAIRO Cloud[15]
以降、DSpaceDirect[16]、HykuDirect[17]、
Figshare for Institutions[18]など機関リ
ポジトリ機能を提供する Software as 
Service(SaaS)の展開が広がっていること
は興味深い。 

表 1 リポジトリソフトウェアの歴史 

年月 事項 
2000/11 EPrints 1.0 
2001/01 OAI-PMH 1.0 
2002/02 EPrints 2.0 
2002/06 OAI-PMH 2.0 
2002/08 CDSWare(後の Invenio) 
2002/11 DSpace 1.0 
2003/05 Fedora 1.0 
2003/12 Invenio 0.1.0 
2005/01 Fedora 2.0 
2005/05 OpenSearch 1.0 
2006/10 Islandora initial version 
2007/10 SWORD 1.0 
2007/12 Datavarse Network 1.0 
2008/01 DataDryad.org 
2008/03 DSpace 1.5.0 
2008/03 WEKO 1.0.0 
2008/07 Fedora 3.0 
2008/09 EPrints 3.1 
2009/02 ActiveFedora 1.0.0 
2010/01 Hydra 0.1 

2010/03 DSpace 1.6.0 

2010/03 EPrints 3.2 

2010/12 DSpace 1.7.0 

2011/01 Figshare設立 
2011/04 HUBzero 1.0 
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2011/06 EPrints 3.3.1 

2011/10 Islandora 6.x-11.2.0 

2011/11 DSpace 1.8.0 

2012/03 Invenio 1.0.0 

2012/03 SWORD 2.0 

2012/04 JAIROCloud開始 
2012/05 WEKO 2.0.0 

2012/06 Islandora 7.x-1.0 

2012/11 DSpace 3.0 

2013/03 Zenodo開始 

2013/09 Figshare for Institutions 

2013/12 DSpace 4.0 

2014/03 DSpaceDirect開始 

2014/04 ResourceSync Framework 
Specification (ANSI/NISO 
Z39.99-2014) 

2014/11 Fedora 4.0 

2015/01 DSpace 5.0 

2015/03 Invenio 2.0.0 

2015/05 Dataverse 4.0 

2015/09 HUBzero 2.0.0  

2015/11 Invenio v.3.0.0-a1 

2016/09 ActiveFedora 11.0.0 

2016/10 DSpace 6.0 

2016/11 Hyku 0.1.0 

2017/05 Hyrax 1.0.0 

2017/06 HykuDirect パイロットサービス
開始 

2017/07 WEKO 2.4.0 

3. システムアーキテクチャの比較 

 既存リポジトリソフトウェアのシステ

ムアーキテクチャを比較調査結果から最

近のリポジトリソフトウェアには 2つの傾
向が観察できる（表 2）。1つ目は全文検索
エンジンの利用である。従来のデータベー

ス検索と比較して、速度面での性能向上が

得られるからと考えられる。2 つ目は、マ
イクロサービスアーキテクチャの採用で

ある。スケーラビリティや機能拡張を考慮

する上で有利な点があるからと考えられ

る。Islandoraの次期バージョン[19]もマイ
クロサービスアーキテクチャを採用する

ことが宣言されており、次世代リポジトリ

の重要な機能に位置付けられるものと考

えられる。 
 

表 2 アーキテクチャ比較 

 

Name Base CMS Metadata 
Storage 

Full Text 
Search 

OR Mapping Messag
ing 

DSpace Cocoon - PostgreSQL Solr  Hibernate - 
EPrints - - MySQL - - - 
HUBzero Joomla! Joomla! MySQL - - - 
Invenio v3 flask  PostgreSQL Elasticsearch SQLAlchemy Rabbit

mq 
/Celery 

Hyrax/ 
Hyku 

Samvera+ 
Fedora 

- Fedora Solr  ActiveFedora Redis 
/Sideki
q 

Islandra Drupal+ 
Fedora 

Drupal Fedora Solr ActiveFedora 
 

- 

Fedora ModeShape - JDBC - - - 
Dataverse - - PostgreSQL Solr - - 
WEKO Maple NetComm

ons2 
MariaDB  Mroonga - - 
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4. まとめ 

 本稿では、次世代リポジトリプラットフ

ォームに求められる機能像を明らかにす

ることを目的として、リポジトリソフトウ

ェアの歴史的変遷の観察、システムアーキ

テクチャの技術的比較を実施した。その結

果、次世代を検討する上で、SaaS への展
開、全文検索エンジンおよびマイクロサー

ビスアーキテクチャの採用が重要である

可能性が高いことがわかった。今後はこの

結果を踏まえ、各リポジトリソフトウェア

についてより詳細な比較検討を実施し、次

世代リポジトリプラットフォームに必要

な技術的な仕様の抽出を行ないたい。 
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